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✧ 新予報技術講習会「予報技術コース」を開催しました 

 

 去る 3月 6日（水）気象業務支援センターは、気象庁が実施

している予報業務の最新の動向について、気象庁の第一線の予

報官に解説して頂く講習会を開催しました。2 月 20 日には最

新の数値予報技術の動向について、同じく気象庁の予報官に解

説していただきましたが、今回の講習会も、主として民間気象

事業の従事者や気象予報士向けに、毎年開催しているものです。 

 今年の講習会の講師には気象庁予報課の黒良予報官に務め

て頂きました。黒良氏は、各地での予報業務の実務経験を基に、

予報課で研修の統括をされています。今回は、気象研究所など

関係部署に作成頂いた資料を基に、降水短時間予報あるいはナ

ウキャスト情報の改善状況を解説し、その上で、昨年春につくば市などで死傷者を出した竜巻被

害とそれらへの対応、解析・予測・予報・情報提供の実際についてなどとともに、今後の改善に

ついて最新の動向を解説していただきました。 

 九州から東北地方まで全国各地から参加された 20 名ほどの方は、まずは降水短時間予報やナウ

キャスト情報の根拠となる技術的な背景について理解を深めました。休憩後の竜巻への気象解

析・予報・対応については、気象状況の変化に応じた情報

提供、予報シナリオの変更など、予報のあり方について具

体的な示唆に富む講義となり、局地的な激しい気象現象へ

の防災対応あるいは解析・予測技術の改善について、熱心

にメモをとるなど充実した午後のひと時を過ごしました。

アンケートからも「実例がお腹いっぱいでした。家で復習

します」、「実況監視の部分をもう少し細かく聞きたかっ

た」などの声が届いています。特に気象事業に従事してい

る方からは「実例に基づいた予報作業の例はとても参考に

なりました。他の事例も」と感謝の声がありました。 

 

（気象業務支援センター 振興部） 
 


